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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

伊
藤
セ
ン
タ
ー
長
が
実
現

　
第
１
弾
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
学
修
歴

証
明
書
は
、
変
革
セ
ン
タ
ー

の
伊
藤
穰
一
セ
ン
タ
ー
長
に

よ
る
授
業
「
気
づ
き
の
原

則
」
と
、
武
邑
光
裕
主
席
研

究
員
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
ア
と

文
化
」
を
履
修
し
単
位
を
取

得
し
た
者
に
対
し
て
発
行
さ

れ
た
。

　
学
修
歴
証
明
書
は
、
従
来

な
ら
紙
で
の
発
行
が
一
般
的

だ
。
就
職
・
転
職
活
動
で
証

明
書
が
必
要
な
人
は
出
身
校

ニュースガイド

２面　CIT Brains ３度目の世界一／

瀬戸熊理事長にモンゴル国家

勲章／熊木さんがｉＷＥＭで

受賞

３面　中高生らロボ研究室ツアー／

遠藤研が空疑似体験イベント

／角田教授がデジタルスキル

提言／秋季卒業式・入学式／

枚田教授ら世界初のテラヘル

ツ双方向無線に成功

４面　７月オープンキャンパス／出

版案内

学修歴証明をＮＦＴで
国内初　本学が発行 　

本
学
は
８
月
18
日
、
株
式
会
社
Ｐ
ｉ
ｔ
Ｐ
ａ
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
、
石
部
達
也
代
表
取
締
役
）
と
共
同
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
使
っ
た
学
修
歴
証
明
書
の
発
行
を
始
め
た
と
発
表
し
た
。
偽
造
や
改
ざ
ん
が
難
し
い
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
て
、
譲
渡
不
可
能
な
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
と
い
う
形
式
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
と
し
て
証
明
書
を
発
行
す
る
も
の
。
学
修
歴
証
明
書
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
で
発
行
す
る
の
は
国
内
初
。

ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
へ
就
職
援
護

に
証
明
書
の
発
行
を
依
頼

し
、
企
業
な
ど
に
提
出
す

る
。
企
業
が
そ
れ
が
本
物
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
確
実
な

方
法
は
、
学
校
側
に
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
だ
が
、
時
間
が

か
か
り
利
便
性
に
も
欠
け

る
。

　
本
学
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
の
活
用
が
一
段
と

進
む
だ
ろ
う
分
散
型
ウ
ェ
ブ

の
世
界
、
い
わ
ゆ
る
「
ｗ

ｅ
ｂ
３
」
時
代
を
見
据
え
れ

ば
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
よ
る
証
明
書

の
発
行
が
学
生
に
対
し
、
急

務
か
つ
重
要
な
キ
ャ
リ
ア
支

援
の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
判
断

し
た
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
と
は
、
グ

ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
、
ア
マ

ゾ
ン
、
メ
タ
（
旧
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
な
ど
巨
大
ハ
イ
テ

ク
企
業
が
情
報
を
独
占
す
る

Ｗ
ｅ
ｂ
２
時
代
（
現
在
）
の

次
に
到
来
が
予
想
さ
れ
る
時

代
の
こ
と
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
に
よ
り
「
情
報
を

個
々
人
が
分
散
管
理
す
る
時

代
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
に
は
学
生

の
就
職
活
動
そ
の
も
の
が
変

容
し
、
特
定
の
知
識
や
技
能

を
求
め
て
世
界
中
か
ら
人
材

を
獲
得
す
る
「
ジ
ョ
ブ
型
雇

用
」
が
活
発
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。

　
特
に
本
学
が
多
く
送
り
出

す
技
術
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
職
は

ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
に
大
き
く
市

場
価
値
が
上
が
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
学
生
が
学
び
の
成

果
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
Ｎ
Ｆ
Ｔ
証
明
書

に
よ
り
、
ジ
ョ
ブ
型
に
い
ち

早
く
対
応
す
る
狙
い
が
あ

る
。

　
伊
藤
変
革
セ
ン
タ
ー
長
は

「
学
位
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
に
最
も
適
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
。
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

で
き
た
こ
と
に
興
奮
を
覚
え

ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

他
の
大
学
も
使
っ
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
る
。

　
本
学
で
は
今
後
、
学
修
歴

証
明
だ
け
で
な
く
、
学
士
・

修
士
・
博
士
の
学
位
に
関
す

る
証
明
や
、
社
会
人
向
け
講

座
の
修
了
書
な
ど
、
各
種
証

明
書
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
化
を
進
め
る

ほ
か
、
他
大
学
や
企
業
に
も

利
用
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
に
貢
献
し
て

い
く
方
針
だ
。

■ ㈱ＰｉｔＰａ（ピトパ）　ポッド

キャストを活用した企業のメディ

ア戦略を支援する制作事業と、ｗ

ｅｂ３を活用した透明性と信頼性

を担保する証明書発行事業を行

う。

■ 証明書㊤のデザイン　課題授

業を履修した安松菜奈さん（デザ

イン科学科４年＝写真）が担当し

た。千葉工大生の真面目さが、波

紋のように世界へと影響していく

様子を表現したという。

■ ＮＦＴ（Non Fungible 

Token）　代替が不可能なブ

ロックチェーン上で発行さ

れたデジタルデータのこ

と。ブロックチェーンは、

台帳に記録することにより

データ改ざんができない仕

組みがあるため、単位修得

情報をブロックチェーン上

に書き込むことで、偽造で

きない証明書を発行するこ

とが可能になった。

コミュニティーの入場券

▶

　証明書を郵送で取り寄せる手間もなく、さまざまなプラットフォームに簡単に接続
　　し、「公式な」学びの成果をワンストップで世界中にアピールすることが可能となる

　デザイン科学科の松崎元
げ ん

教授が「人々を笑わせ、考えさせた研究」

に与えられる今年のイグ・ノーベル賞「工学賞」を受賞した。論文発

表当時の指導教官４人も共同受賞した。円柱形つまみの回転操作と指

の関係を解明し、生活用品のデザインに役立てようとしたもの。

　授賞式は毎年９月、米ハーバード大で行われるが、新型コロナ禍で

オンライン開催に移行。９月16日、授賞の発表が世界に配信された。

日本人のイグ・ノーベル賞受賞は16年連続。　　　（詳報は10月号に）

▼　松崎教授。手前は実験に使った円柱型つまみ各種のイメージ デ
ザ
イ
ン
科
学
科

松
崎
教
授
に
イ
グ・ノ
ー
ベ
ル
賞

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/
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３度目の世界一
ロボカップ

‘

22バンコク大会CIT Brains

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
、
タ
イ
の

チ
ャ
イ
ウ
ッ
ト
・
タ
ナ
カ
マ

ヌ
ソ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
経
済

社
会
相
ら
が
視
察
に
訪
れ
る

中
、
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　CIT Brains

は
サ
ッ
カ
ー

競
技
だ
け
で
な
く
、
４
チ
ー

ム
が
１
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り

協
力
し
て
得
点
を
競
う
「
ド

ロ
ッ
プ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
も
優
勝
。
技
術
力
を
競
う

「
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
で
は
３
位
に
入
賞
し
、

ベ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
２

位
を
受
賞
し
た
。

　
今
回
、
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部

門
（
４
機
対
４
機
）
に
は
10

カ
国
11
チ
ー
ム
が
参
加
。

CIT Brains

は
準
決
勝
ま
で

各
試
合
を
10
点
以
上
の
大
差

で
勝
利
。
決
勝
戦
で
は
フ
ラ

ン
ス
のRhoban

と
対
戦
し
３

｜
１
で
勝
利
し
た
。
４
チ
ー

ム
が
協
力
し
て
戦
う
ド
ロ
ッ

プ
イ
ン
で
は
33
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
し
、
２
位
に
31
ポ
イ
ン

ト
差
で
圧
勝
し
た
。

　
勝
因
と
し
て
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
神
戸
隼
さ
ん
（
未
来

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
４
年
）

は
①
壊
れ
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
②

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
高
度
化
③

試
合
戦
術
｜
｜
を
挙
げ
る
。

　
今
大
会
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
昨

年
か
ら
学
部
生
だ
け
で
開
発

し
た
。
設
計
か
ら
製
作
ま
で

担
当
し
た
久
保
寺
真
仁
さ
ん

（
ロ
ボ
４
年
）
に
よ
れ
ば

「
相
手
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
ぶ
つ

か
っ
て
、
ど
の
方
向
に
倒
れ

て
も
衝
撃
を
吸
収
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
『
壊
れ
な
い

ロ
ボ
ッ
ト
』
を
作
る
こ
と
を

主
眼
に
置
い
た
」。
そ
の
結

果
、
コ
ロ
ナ
禍
で
半
導
体
な

ど
の
電
子
部
品
が
手
に
入
り

に
く
い
状
況
で
も
工
夫
を
重

ね
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

　
他
チ
ー
ム
を
凌

り
ょ
う

駕が

し
た
の

は
試
合
戦
術
。
新
ロ
ボ
ッ
ト

は
関
節
の
可
動
範
囲
が
増
え

た
こ
と
で
、
ボ
ー
ル
を
斜
め

に
蹴
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、CIT 

Brains

は
あ
え
て
決
勝
戦
ま

で
斜
め
キ
ッ
ク
を
封
印
。
決

勝
で
斜
め
キ
ッ
ク
を
「
隠
し

球
」
と
し
て
多
用
し
、
勝
利

の
決
め
手
と
し
た
。

　
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

林
原
靖
男
・
未
来
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
教
授
は
「
今
回
メ

ン
バ
ー
は
全
員
、
世
界
大
会

未
経
験
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
気
持
ち
を
前
向
き
に

保
ち
、
勉
強
会
や
開
発
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
栄

冠
を
勝
ち
取
れ
た
の
は
、
学

生
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

千
葉
工
大
の
環
境
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
」
と
い
う
。

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
第
１
回
世

界
大
会
が
97
年
に
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
て
以
降
、
毎

年
、
世
界
各
国
で
開
か
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
一
昨
年
、
昨
年
と

実
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
え
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
競
技
の
形
で
２
０
２
１

年
に
世
界
大
会
と
オ
ー
プ
ン

大
会
が
開
か
れ
た
。

　CIT Brains

は
06
年
の
チ

ー
ム
結
成
以
来
、
毎
年
ロ
ボ

カ
ッ
プ
に
挑
戦
。
14
年
ブ
ラ

ジ
ル
、
15
年
中
国
大
会
の
キ

ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
で
優
勝
。

16
、
17
、
19
年
は
同
部
門
で

３
位
に
入
賞
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
昨
年

６
月
大
会
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
ベ
ス
ト
ロ

ボ
ッ
ト
モ
デ
ル
で
２
位
。
昨

年
12
月
〜
今
年
４
月
に
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ

ン
大
会
で
は
優
勝
し
て
い

る
。

（CIT 
Brains

の
活
動
は

http://www.cit-brains.

net/

を
参
照
）

　
電
磁
気
学
の
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「2022  

IEEE 

International Workshop 

on 
Electromagnetics: 

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 
a
n
d 

Student 
Innovation 

Competition

（
ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｍ

２
０
２
２
）」
は
８
月
29
〜

31
日
、
本
学
津
田
沼
校
舎
２

号
館
で
開
か
れ
、
熊
木
智
大

さ
ん
（
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

工
学
専
攻
修
士
１
年
、
枚

田
明
彦
研
究
室

写
真
）

が
発
表
し
た
「120 -GHz-

band 
Close 

Proximity 

Wireless Communication 

Using 
Metamaterial 

I
n
t
e
g
r
a
t
e
d
 
G
l
a
s
s 

Substrate

（
メ
タ
マ
テ
リ

ア
ル
集
積
ガ
ラ
ス
基
板
を
用

い
た
１
２
０
㌐
㌹
帯
近
接

無
線
通
信
）」
がStudent 

Award

を
受
賞
し
た
。

　
枚
田
研
で
は
超
高
速
の
無

線
通
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
は
端
末
数
の
増
加

に
よ
る
ア
ク
セ
ス
集
中
、
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
同
士
の
電

波
干
渉
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。

　
熊
木
さ
ん
は
、
誘
電
体
基

板
に
端
末
を
置
く
こ
と
に
よ

り
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
を
可
能
に
す

る
接
触
通
信
を
検
討
。
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
波
を
導
波
管
に
伝
搬

さ
せ
、
導
波
管
の
一
部
を
Ｓ

Ｒ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
メ
タ
マ
テ

リ
ア
ル
を
集
積
し
た
ガ
ラ
ス

基
板
に
置
き
換
え
る
こ
と

で
、
端
末
を
乗
せ
て
い
な
い

と
き
は
電
波
の
損
失
を
抑

え
、
端
末
を
乗
せ
た
と
き
は

ガ
ラ
ス
基
板
か
ら
接
触
し
た

誘
電
体
導
波
路
に
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
信
号
を
導
波
す
る
方
法
を

検
討
し
た
。

　
国
際
会
議
ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｍ
は
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
米
電
気
電
子
学

会
）
が
支
援
し
台
湾
、
中

国
、
香
港
、
日
本
で
順
番
に

開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
長

敬
三
・
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

工
学
科
教
授
が
共
同
委
員
長

を
務
め
、
本
学
で
開
か
れ

た
。

　
熊
木
さ
ん
は
「
国
内
外
の

学
生
の
中
か
ら
賞
に
選
ば

れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
枚
田
教
授
や
研
究
室
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
今
ま

で
以
上
に
研
究
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
帯
近
接
通
信
で
受
賞

■　

熊
木
さ
ん　
国
際
会
議
ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｍ
で

　
本
学
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
を
主
体
に
有
志
で
組
織
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
チ
ー
ム
「CIT 

Brains

」
は
７
月
11
〜
16
日
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
国
際
貿
易
展
示
場
で
開
か
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
２
２
世
界
大
会
に
出

場
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
優
勝
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
移
行
し
て
い
た
競
技
は
、
３
年
ぶ
り
に
実
機
戦
が
復
活
。
実
機

で
の
本
学
の
世
界
１
位
は
２
０
１
４
年
、
15
年
に
続
き
３
度
目
。

■
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
サ
ッ
カ
ー
実
機
戦

　
●

今
回
の
現
地
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・
神
戸
隼
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学

科
４
年
）
▽
桑
野
雅
久
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
修
士

１
年
）
▽
佐
藤
暖
、
横
尾
陸
、
久
保
寺
真
仁
、
川
鍋
清
志

郎
、井
上
叡
、
三
渕
優
太
、
野
口
裕
貴（
以
上
未
来
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
４
年
）
▽
小
川
晴
生
、
西
尾
唯
右
吾
、
森
圭

汰
（
以
上
同
学
科
３
年
）
▽
長
峰
拓
也
（
同
学
科
２
年
）

世界戦に勝利した現地メンバーたち。後列左端は林原教授

優勝が決まった瞬間

日本で観戦する仲間も優勝に拍手

今回臨んだ新しい機体のロボットたち

　
瀬
戸
熊
修
理
事
長
が
、

モ
ン
ゴ
ル
と
の
教
育
交
流

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
国
家
勲
章

を
受
章
し
た
。
９
月
20

日
、
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館

（
東
京
都
渋
谷
区
神
山

町
）で
叙
勲
式
が
あ
っ
た
。

　
叙
勲
式
で
は
、
受
章
に

つ
い
て
オ
フ
ナ
ー
・
フ
レ

ル
ス
フ
・
モ
ン
ゴ
ル
大
統

領
の
法
令
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
バ
ッ
チ
ジ
ャ
ル
ガ
ル

特
命
全
権
大
使
か
ら
理
事

長
に
、
外
国
人
に
綬
与
さ

れ
る
最
高
章
「
北
極
星
勲

章
」
が
贈
ら
れ
た
。
モ
ン

ゴ
ル
と
日
本
は
外
交
関
係

樹
立
後
50
年
。
節
目
の
年

の
受
章
と
な
っ
た
。

　
瀬
戸
熊
理
事
長
は
モ
ン

ゴ
ル
工
業
技
術
大
と
の
連

携
を
皮
切
り
に
、
新
モ
ン

ゴ
ル
学
園
、
モ
ン
ゴ
ル
科

学
技
術
大
、
モ
ン
ゴ
ル
国

立
大
と
、
次
々
に
本
学
と

の
協
定
締
結
を
主
導
し
、

モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
・
研
究

者
を
支
援
。
研
究
活
動
で

は
、
本
学
惑
星
探
査
研
究

セ
ン
タ
ー
と
モ
ン
ゴ
ル
工

業
技
術
大
、
モ
ン
ゴ
ル
科

技
大
が
連
携
し
て
成
層
圏

へ
の
バ
ル
ー
ン
放
球
実
験

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
写
真

展
を
開
催
し
た
り
、
民
族

楽
器
・
馬
頭
琴
の
演
奏
会

を
開
く
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル

文
化
を
広
め
る
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

瀬
戸
熊
理
事
長
に
モ
ン
ゴ
ル
国
家
勲
章

■
　
教
育
・
研
究
交
流
で
功
績

瀬戸熊理事長(左)の胸元に輝く北極
星勲章。右はバッチジャルガル大使
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　

ビ

ジ

ネ

ス

月

刊

誌

「Wedge

」
が
特
集
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
人
を
生

か
す

日
本
型
人
事
の
再
構

築
」
で
、
金
融
・
経
営
リ
ス

ク
科
学
科
の
角
田
仁
教
授

が
「
大
企
業
は
知
識
技
能
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
る
と
き

だ
」
と
提
言
し
た
対
談
が
同

誌
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
記
事
タ
イ
ト
ル
は
「
迫
る

『
２
０
２
５
年
の
崖
』　
企

業
は
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
の

刷
新
を
」。
２
０
２
５
年
の

崖
と
は
、
経
済
産
業
省
が
18

年
９
月
に
「
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー

ト
」
で
公
表
し
た
造
語
。
大

手
企
業
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の

約
６
割
は
高
度
経
済
成
長
期

の
80
〜
90
年
代
に
作
ら
れ
た

が
、
当
時
30
〜
40
歳
代
で
技

術
を
担
っ
た
団
塊
世
代
が
25

年
に
は
定
年
を
迎
え
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
時
代
な
の
に
、

老
朽
化
し
た
複
雑
な
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
（
レ
ガ
シ
ー
シ
ス

識
す
る
ロ
ボ
、
小
型
ド
ロ
ー

ン
な
ど
の
仕
組
み
を
披
露

し
、
一
部
操
縦
体
験
も
行
わ

れ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
ド
ロ
ー
ン

の
前
後
の
動
き
な
ど
詳
細
な

仕
組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
大
学
生
の
技
術
が
企

業
で
使
わ
れ
て
い
る
と
知
っ

て
び
っ
く
り
し
た
」「
世
界

戦
に
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
ロ

ボ
を
実
際
に
見
て
、
自
分
で

考
え
て
動
い
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
」
な
ど
と
感
想
を
語

っ
た
。

デ
ー
タ
通
信
で
５
Ｇ
を
超

え
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
／

６
Ｇ
時
代
へ
向
け
て
、
早
稲

田
大
（
統
括
）、
千
葉
工
大

（
枚
田
明
彦
・
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
工
学
科
教
授

写

真
）、
岐
阜
大
、
日
本
電
気

㈱
、
高
速
近
接
無
線
技
術
研

究
組
合
の
国
内
５
機
関
と
欧

州
の
７
研
究
機
関
は
６
月
29

日
、
実
際
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
可
能
な
装
置
を
使
っ

た
３
０
０
㌐
㌹
帯
の
双
方
向

リ
ア
ル
タ
イ
ム
伝
送
実
験
に

成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

　
双
方
向
で
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
を

超
す
無
線
伝
送
の
実
証
は
世

界
初
。
日
欧
の
国
際
産
学
共

同
研
究
が
実
を
結
ん
だ
。

　
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
基

地
局
を
接
続
す
る
際
は
大
容

量
な
の
で
通
常
、
有
線
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で
直
接
結
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
将
来
の
Ｂ

ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
／
６
Ｇ
で

は
莫
大
な
数
の
基
地
局
が
必

要
と
な
る
た
め
、
そ
の
一
部

を
高
速
で
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
を
こ

な
す
無
線
で
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
験
は
ド
イ
ツ
・
ブ
ラ
ウ

ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
工
科
大
の

構
内
で
、
実
際
の
双
方
向
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
可

能
な
無
線
伝
送
装
置
（
伝
送

距
離
１
６
０
㍍
）
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
。
帯
域
幅
を
拡
張

す
れ
ば
、
さ
ら
に
高
速
化
も

可
能
と
い
う
。
本
学
の
枚
田

教
授
は
、
一
連
の
研
究
で
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
ア
ン
テ
ナ
・
伝
搬

の
評
価
を
担
当
し
た
。

　
今
後
、
日
本
側
は
屋
外
用

の
小
型
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
無
線
伝

送
装
置
を
開
発
。
さ
ら
に
複

数
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
装
置
を
連

携
さ
せ
て
、
悪
天
候
で
も
安

定
的
な
高
速
デ
ー
タ
伝
送
を

可
能
に
す
る
技
術
の
開
発
を

目
指
す
。

　
今
回
の
実
験
は
、
日
欧
の

「
大
容
量
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
向
け
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
エ
ン
ド

ト
ゥ
ー
エ
ン
ド
無
線
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」（
２
０
１
８
年

７
月
〜
22
年
６
月
）
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
。
欧
州
側

は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク

工
科
大
の
ほ
か
ド
イ
ツ
、
チ

ェ
コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究

所
、
大
学
な
ど
７
機
関
が
参

加
し
た
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
双
方
向
無
線
に
成
功

■

世
界
初

枚
田
教
授
ら
日
欧
共
同
研
究

　
令
和
４
年
度
の
秋
季
学
位

記
授
与
式
と
入
学
式
が
９
月

13
日
、
津
田
沼
校
舎
１
号
館

20
階
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
26

人
、
新
入
学
生
６
人
の
計
32

人
が
新
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
卒
業
生
は
学
部
21
人
、
大

学
院
修
士
課
程
４
人
、
博
士

課
程
１
人
で
、
午
前
10
時
か

ら
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。

　
学
部
卒
業
生
代
表
の
情
報

工
学
科
・
長
谷
川
歩
香
さ

ん
、
博
士
前
期
課
程
及
び
修

士
課
程
修
了
生
代
表
の
先
端

材
料
工
学
専
攻
・
津
守
黎
さ

ん
、
博
士
後
期
課
程
学
位
取

得
者
の
工
学
専
攻
・
西
山
枝

里
さ
ん
ら
が
緊
張
し
た
面
持

ち
で
松
井
孝
典
学
長
か
ら
学

位
記
を
受
け
取
り
、
所
属
研

究
室
の
教
員
が
見
守
っ
た
。

　
松
井
学
長
は
「
卒
業
と
は

学
び
を
終
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
学
び
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま

で
学
ん
だ
工
学
を
基
盤
に
幅

広
い
分
野
を
学
び
、
社
会
の

中
で
『
知
の
流
れ
』
を
生
み

出
し
、
人
類
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
皆
さ
ん

の
ご
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

た
い
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
祝
福
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
秋
季
入

学
式
が
行
わ
れ
た
。
入
学
生

は
大
学
院
修
士
課
程
の
情
報

科
学
研
究
科
に
１
人
、
社
会

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
に
１

人
。
博
士
後
期
課
程
は
工
学

研
究
科
３
人
、
社
会
シ
ス
テ

ム
科
学
研
究
科
１
人
。

　
新
入
生
た
ち
は
松
井
学
長

や
瀬
戸
熊
修
理
事
長
、
式
典

に
参
加
し
た
教
員
ら
に
「
入

学
お
め
で
と
う
」
と
言
葉
を

か
け
ら
れ
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

■
　秋
季
卒
業
式
・
入
学
式
　挙
行

32
人
の
新
ス
タ
ー
ト
祝
福

津田沼校舎１号館20階で行われた学位記授与式で式辞を聞く卒業生たち 「
ロ
ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
未
来

社
会
＆
ロ
ボ
研
究
室
ツ
ア

ー
」
が
８
月
23
日
、
津
田
沼

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

科
学
に
関
心
を
持
つ
中
高
生

の
た
め
に
、
千
葉
市
教
育
委

員
会
が
未
来
の
科
学
者
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に

従
っ
て
学
習
機

会
を
提
供
し
、

本
学
が
協
力
し

て
い
る
。

　
第
１
部
は
先

川
原
正
浩
・
未

来
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
研
究
セ
ン
タ

ー
室
長
に
よ
る

講
演
「
ロ
ボ
ッ

ト
と
暮
ら
す
未

来
社
会
」。
先

川
原
室
長
は
、

未
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
が
ど

う
な
る
の
か
最
新
ロ
ボ
ッ
ト

事
情
を
紹
介
。
本
学
の
災
害

対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
被
災
地
で

の
活
躍
ぶ
り
も
紹
介
し
た
。

　
第
２
部
は
未
来
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
の
研
究
室
ツ
ア

ー
。
王
志
東
研
究
室
や
林
原

靖
男
研
究
室
、
米
田
完
研
究

室

写
真

の
学
生
ら
が
、

企
業
と
連
携
開
発
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
や
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
戦

出
場
の
自
律
型
サ
ッ
カ
ー
ロ

ボ
、
深
度
学
習
で
人
間
を
認

　
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性

を
追
究
す
る
建
築
学
科
・
遠

藤
政
樹
教
授
の
研
究
室
の
学

生
・
院
生
ら
23
人
は
７
月
中

旬
〜
８
月
26
日
、
船
橋
市
の

ふ
な
ば
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公

園
に「
空
の
青
さ
、感
じ
て
ま

Ｓ
ｋ
ｙ
？
〜
空そ

ら

疑
似
体
験
感

情
誘
導
装
置
」

写
真
下

を
作
り
、
夏
休
み
の
子
ど
も

た
ち
と
自
然
を
体
感
し
た
。

　
公
園
に
組
み
立
て
た
の

は
、
塩
ビ
の
柱
を
土
台
に
、

宙
に
浮
か
ん
で
見
え
る
大
型

多
面
体
（
テ
ン
セ
グ
リ
テ

ィ
）。
ミ
ラ
ー
シ
ー
ト
が
貼

ら
れ
空
な
ど
が
映
る
仕
掛
け

で
霧
吹
き
装
置
も
備
え
た
。

　
テ
ン
セ
グ
リ
テ
ィ
か
ら
湧

く
霧
が
漂
い
、
ミ
ラ
ー
シ
ー

ト
に
は
刻
々
変
わ
る
空
や
、

水
、
土
の
映
像
が
流
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
自
然
の
変
化
を

体
感
し
た
。
鏡
面
に
貼
る
絵

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

学
生
た
ち
が
３
人
ず
つ
交
代

で
子
ど
も
た
ち
の
描
画
を
手

伝
い
、
宙
に
浮
か
ば
せ
た
。

　
今
回
は
研
究
室
の
鈴
木
泰

子
さ
ん
（
建
築
学
専
攻
修
士

２
年
）
と
小
山
翔
太
さ
ん

（
同
１
年
）
を
ま
と
め
役

に
、
構
造
物
の
可
能
性
に
挑

戦
し
た
。
遠
藤
教
授
は
「
23

人
で
一
つ
の
作
品
。
全
員
の

力
を
結
集
し
て
子
ど
も
た
ち

や
自
然
を
巻
き
込
み
、
可
変

性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を
目
指

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

空
中
多
面
体
で
自
然
を
体
感

■　

建
築
・
遠
藤
研
が
子
ど
も
た
ち
と

テ
ム
）
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
て
も
シ
ス
テ
ム
構
築
当
時

を
知
る
者
が
い
な
く
な
り
、

機
能
不
全
に
陥
る
危
険
が
｜

｜
。
経
産
省
は
年
間
最
大
12

兆
円
の
経
済
損
失
が
生
じ
か

ね
な
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
、
角
田
教
授

は
、
多
く
の
企
業
経
営
者
は

レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
の
刷
新

に
及
び
腰
と
指
摘
。
今
の
Ｉ

Ｔ
人
材
は
保
守
運
用
を
重
点

に
割
か
れ
、
問
題
発
生
時
に

は
シ
ス
テ
ム
開
発
側
の
解
決

に
期
待
し
て
問
題
を
先
送
り

し
て
い
る
と
し
た
。

　
だ
が
、
日
本
に
は
「
会
社

が
人
材
を
育
て
る
文
化
」

が
あ
る
の
で
、
今
か
ら
Ｉ

Ｔ
技
術
者
の
養
成
や
シ
ス

テ
ム
開
発
企
業
か
ら
の
人

材
シ
フ
ト
を
大
規
模
に
行

い
、
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
刷

新
と
、
知
識
と
ス
キ
ル
の

継
承
を
図
る
と
き
だ
、
と

提
言
し
て
い
る
（
記
事
は

https://wedge.ismedia.

jp/articles/-/26216

に

公
開
）。

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

継
承
を

■　

角
田
教
授
、ビ
ジ
ネ
ス
誌
で
提
言

角田教授

中
高
生
招
き
ロ
ボ
・
ツ
ア
ー

■　

未
来
の
科
学
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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　「
緊
張
」と
い
う
言
葉
は
、

意
外
や
意
外
、
そ
の
言
葉
を

口
に
す
る
だ
け
で
も
な
ぜ
か

胸
の
奥
が
ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
。

　
心
や
か
ら
だ
な
ど
が
ゆ
る

み
な
く
ひ
き
し
ま
る
こ
と
。

多
く
、
失
敗
を
恐
れ
た
り
し

て
心
を
は
り
つ
め
、
か
ら
だ

を
か
た
く
す
る
こ
と
を
い
う

ら
し
い
が
、
納
得
。

　
私
自
身
、
昔
か
ら
ピ
ア
ノ

の
発
表
会
な
ど
で
、
緊
張
の

あ
ま
り
本
番
で
ミ
ス
を
す
る

タ
イ
プ
。
意
外
に
人
見
知
り

で
あ
が
り
症
と
主
張
し
て

も
、
太ふ

て

々ぶ
て

し
い
見
た
目
が
邪

魔
を
し
て
し
ま
う
の
で
説
得

力
が
な
い
が
。

　
夏
休
み
中
、
毎
日
の
よ
う

に
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
実

施
し
、
多
く
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
ツ
ア
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
。
数
日
間
か
け
て
、

主
要
メ
ン
バ
ー
の
ツ
ア
ー
に

同
行
し
、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
の
魅
力
を
自
分
な
り
に
発

信
し
よ
う
と
熱
心
に
取
り
組

む
姿
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か

な
い
。
最
初
は
緊
張
の
あ
ま

り
笑
顔
が
強
張
っ
て
い
た
新

ス
タ
ッ
フ
も
、
８
月
後
半
に

は
ベ
テ
ラ
ン
と
い
っ
た
様

子
。
な
ん
と
も
頼
も
し
い
。

　
秋
に
は
「
放
課
後
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、
イ
イ
「
緊
張

感
！
」
で
臨
ん
で
ほ
し
い
。

入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
こ
の
原
稿
を
記
載
し
て
い

る
の
は
、
ま
だ
昼
間
は
暑
い

も
の
の
、
朝
夕
の
時
間
帯
に

は
秋
の
風
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ

し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
台
風
が
や

っ
て
く
る
季
節
で
す
。

  

少
し
遡
り
ま
す
が
、
今
年

の
夏
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は

多
い
夏
で
し
た
が
、
地
方
へ

の
移
動
に
対
し
て
、
よ
う
や

く
「
自
粛
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
こ
と
が
減
っ
た
夏

で
し
た
。自
分
は
と
い
う
と
、

旅
に
出
て
、
脱
コ
ロ
ナ
へ
一

歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。
２
泊

３
日
の
信
州
へ
の
旅
で
す
。

 
 

八
ヶ
岳
の
蓼
科
山
に
登

り
、
翌
日
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
、
最
終

日
に
上
田
近
辺
で
も
サ
イ
ク

リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
と
書
く

と
、
信
州
の
地
理
に
詳
し
い

方
に
は
自
転
車
で
茅
野
か
ら

上
田
に
移
動
し
た
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
が
、実
際
は
、車
を

拠
点
に
置
い
て
一
日
サ
イ
ク

リ
ン
グ
し
て
は
車
に
戻
り
、

車
で
次
の
拠
点
ま
で
移
動
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。

学
生
の
と
き
だ
っ
た
ら
、
間

違
い
な
く
自
転
車
で
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
し
な
が
ら
の
一
筆
書

き
だ
っ
た
の
で
す
が
。

  

今
回
は
短
期
間
な
が
ら
、

か
な
り
久
し
ぶ
り
の
ア
ウ
ト

ド
ア
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

目
指
す
は
百
名
山
、
百
名
峠

（
自
転
車
）
で
す
！

応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
寺
本
　
直
純

涼
し
い
風
が
吹
い
て
心
地

よ
い
気
候
に
な
っ
て
き
た

が
、
ま
だ
ま
だ
日
差
し
は
夏

を
感
じ
る
。
今
年
の
夏
に
や

り
残
し
た
こ
と
を
思
い
返
す

と
「
花
火
大
会
」
が
思
い
浮

か
ぶ
。
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
、
屋
台
の
か
き
氷
を
食

べ
な
が
ら
見
る
打
ち
上
げ
花

火
、
こ
の
情
景
こ
そ
ま
さ
に

日
本
の
夏
だ
と
思
う
。

　
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
花
火
大
会
を
含
め
人

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並

み
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、

夏
を
感
じ
る
機
会
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、

非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
我
が
家
の
子
供
た
ち
も
、

こ
こ
数
年
は
花
火
大
会
を
経

験
す
る
こ
と
な
く
秋
を
迎
え

て
し
ま
っ
て
い
る
。
実
家
の

庭
で
小
さ
な
手
持
ち
花
火
大

会
を
催
す
こ
と
は
あ
る
が
、

打
ち
上
げ
花
火
の
「
ド
ン

ッ
」
と
体
の
芯
に
響
く
感
覚

は
、
普
段
の
生
活
で
は
な
か

な
か
体
験
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
前
回
の
花
火
大
会
の

際
、
下
の
子
が
「
ド
ン
ッ
」

に
驚
き
、
目
を
丸
く
し
て
い

た
姿
は
今
で
も
家
族
の
話
の

ネ
タ
に
な
っ
て
い
る
。

　
先
日
、
実
家
に
い
る
親
か

ら
今
年
は
数
年
ぶ
り
に
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
る
と
の
連

絡
を
受
け
た
。
成
長
し
た
子

供
が
ど
ん
な
顔
を
す
る
の
か

に
期
待
を
し
つ
つ
、
少
し
遅

れ
た
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
た

い
と
思
う
。

総
務
部
　

　
　
　
　
　
　
嶋
田
　
彩
佳

　
７
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
31
日（
日
）、
新
習
志

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
６
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
消
毒
や
３
密
回
避
を
徹

底
し
た
う
え
事
前
予
約
制
と

し
、
多
く
の
希
望
受
験
生
を

受
け
入
れ
る
よ
う
午
前
、
午

後
の
２
部
制
で
開
催
し
た
。

　
広
い
体
育
館
を
使
っ
て
展

開
す
る
「
学
び
体
験
」
は
新

習
志
野
な
ら
で
は
。
全
学
科

が
一
堂
に
集
合
す
る
の
で
各

魅
力
を
１
カ
所
で
体
験
で
き

る
。
受
験
生
た
ち
は
各
学
科

独
自
の
学
び
を
、
目
で
見
、

触
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　
大
学
側
が
「
求
め
る
学
生

像
」
に
合
っ
た
人
物
を
選
ぶ

総
合
型
選
抜
（
旧
Ａ
Ｏ
入
試

10
月
に
実
施
）
に
つ
い

て
、
情
報
を
得
よ
う
と
、
学

科
説
明
会
に
多
く
の
受
験
生

が
参
加
し
た
ほ
か
、
個
別
相

談
で
も
熱
心
に
質
問
す
る
生

徒
が
多
か
っ
た
。

　
来
場
し
た
高
校
生
や
保
護

者
た
ち
は
、
広
い
キ
ャ
ン
パ

ス
を
効
率
よ
く
見
学
し
よ
う

と
、
学
生
が
案
内
す
る
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
利
用
。
12

号
館
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た

入
試
相
談
や
在
学
生
か
ら
生

の
声
が
聞
け
る
「
在
学
生
に

き
い
て
み
よ
う
」
な
ど
に
も

多
く
が
参
加
し
た
。

　
オ
ー
キ
ャ
ン
で
は
同
伴
保

護
者
の
た
め
の
説
明
会
も
準

備
。
千
葉
工
大
の
概
要
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
、
入

試
情
報
、
最
近
の
話
題
な
ど

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
、
図
書
館
の
開

放
、
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
セ
ン
タ
ー
教
員
に
よ
る

「
新
習
志
野
か
ら
は
じ
め
よ

う
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ

た
。

　
受
験
生
た
ち
か

ら
は
「
図
書
館
が

広
く
て
驚
い
た
」

「
他
大
学
も
…
と

迷
っ
て
い
た
が
、

千
葉
工
大
が
第
一

希
望
に
な
っ
た
」

「
大
学
の
雰
囲
気

や
学
生
、
先
生
方

の
対
応
が
よ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
学
べ
た
」
｜
｜

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
次
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
12
月
11
日（
日
）、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
る

予
定
。

「
総
合
型
選
抜
」
情
報
求
め

７
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

新習志野で

ＰＭ学科の「学び体験」

災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ

「新習志野からはじめよう」では基礎工学の実験体験

総合型選抜の説明会（情報通信システム工学科）

「
在
学
生
に
聞
い
て
み
よ
う
」

　
景
観
デ
ザ
イ
ン
・
産
業
観

光
が
専
門
の
八
馬
教
授
が
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス

と
回
り
、
印
象
的
な
「
ド
ボ

ク
」
を
紹
介
。
定
番
の
観
光

地
に
飽
き
た
人
に
ド
ボ
ク
旅

行
を
薦
め
る
。

　
ド
ボ
ク
と
は
土
木
構
造
物

や
産
業
施
設
、
建
築
物
な

ど
、
社
会
を
成
り
立
た
せ
る

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

の
こ
と
。

　
治
水
の
た
め
の
巨
大
水
門

▽
水
位
差
を
解
消
す
る
運
河

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
▽
高
さ
世
界

一
の
美
し
い
橋
▽
露
天
掘
り

炭
鉱
と
巨
大
重
機
｜
｜
な

ど
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
に
「
な
ん
で

こ
う
な
っ
た
!?
」
と
笑
っ

て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
▽
鉄
の
結
晶
構
造

を
１
６
５
０
億
倍
に
拡
大
し

た
万
博
タ
ワ
ー
▽
ヘ
ン
テ
コ

な
形
の
建
築
物
群
、
と
続

き
、
日
本
で
は
有
り
得
な
い

ス
ー
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
に
驚
か

さ
れ
る
。

　
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
写
真
と
共

に
解
説
し
、
ド
ボ
ク
巡
り
の

モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
掲
載
し
て

い
る
。

　
八
馬
教
授
は
千
葉
大
で
工

業
意
匠
を
学
ぶ
過
程
で
土
木

構
造
物
の
魅
力
に
目
覚
め
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

に
勤
務
。
そ
の
後
、
デ
ザ
イ

ン
の
教
育
研
究
に
方
向
転
換

し
た
も
の
の
、
社
会
や
地
域

の
日
常
を
寡
黙
に
支
え
て
い

る
「
ド
ボ
ク
」
へ
の
愛
を
こ

じ
ら
せ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
る
と
い
う
。

　
Ａ
４
変
形
判
・
１
４
４
㌻
。

日
常
を
支
え
る
土
木
へ
の
愛

著
者

八は
ち

馬ま

智さ
と
し

デ
ザ
イ
ン
科
学
科
教
授

発
行

自
由
国
民
社

価
格

２
６
４
０
円
（
税
込
み
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ボ
ク
を

八馬教授

見
に
行
こ
う（
新
装
版
）

出出 版版


